
学校教育目標 ： 「自律」・「尊重」・「挑戦」を大切にした学びがある学校 ～個人と社会のWell-beingを目指して～ 

 

 

 

 

 

 

 

家学がんばろう週間 

5/19(月)～23(金)は、「家学がんばろう週間」でし

た。お子様の家庭での学習の様子はいかがだったで

しょうか？昨年度までの「家学チェック週間」から名

称を変更したことにお気づきかもしれません。これ

は、取り組みの意味合いを新たに設定したためです。 

〈取り組みの変更点〉 

 【昨年度まで】 

宿題を忘れた人が昼休みに PC室に集まり宿題を行う。 

 【今年度】 

昼休みに学習をしたい人が相談室に集まり、学習を行う。 

その中の希望者に学習の仕方等について、校長・教頭が 

隣の校長室で学習カウンセリングを実施。 

  現在、岩松小は、子どもたちが学習をはじめ、あら

ゆることに主体的に取り組む力を育むことを目指し

ています。そのため、本週間を子どもたちが「自分ご

と」として捉え、前向きに頑張れるものにしようと、

取り組み内容・名称を変更しました。 

学習カウンセリングを受けた子どもからは、「自分

がすぐに確認できるところに宿題内容を書いて帰り

ます」「家庭学習の開始時間を 18 時からと固定して

やってみます」など、自分なりの方略（見通し）を決

めて挑戦する声も上がっています。 

 

第１回人権教室 

5/15(木)、人権教室を開催し、永渕先生 

が「人権」について講話を行いました。 

〈講話の要旨〉 

・人権とは、笑顔で自分らしく幸せに生きる権利のこと。 

 キーワードは、「安心」・「自信」・「自由」。 

→ 困った時に助けてくれる友達がいると安心だよね。 

周りの人が応援してくれると自信がつくよね。 

自分の考えを発言できる自由があるよね。 

子どもたちは、互いの人権を尊重するぽかぽか言

葉（「どうしたの？」「大丈夫？」「気にしちゃダメ」

「いいね」等）を使うことを再確認していました。 

交通安全教室 

5/8(木)、小城警察署の方や交通指導 

員さんのご協力のもと、「交通安全教室」 

を開催しました。事故に遭いやすいシー 

ンをビデオで確認し、回避するためのポイントにつ

いて学びました。全体での講話後、低学年は正しい歩

行の仕方について、中・高学年は自転車の乗り方につ

いて体験的に指導していただきました。 

登下校中の小学生が車にはねられる 

ことが多発し、大変心配しています。 

危機意識を忘れず、日々の交通安全に十分注意して

過ごすことを願っています。当日は、マニャー（県交

通安全キャラクター）もかけつけてくれました。 

 

読み聞かせ 

5/14(水)には、読み聞かせボランティ 

アのピーターパンさんによる読み聞かせ 

を、5/19(月)・21(水)には、図書委員に 

よる読み聞かせを開催しました。読み聞かせを終え

たピーターパンさん方が、「あまりにも子どもたちが

背筋を伸ばして静かに聞くので、緊張しました」と話

されていました。また、６年生の図書委員による読み

聞かせには驚かされました。原口委員長は一人で 10

役もこなすかのように声色を使い分けていました。 

 

 

すこやかタイム 

5/20（火）、すこやかタイム 

（児童会集会）があり、各委員 

会の活動内容の紹介がありました。各委員会を代表

して、６年生の委員長５名が発表しました。 

この紹介の仕方は、実に考え抜かれ、工夫されたも

のでした。子どもたちはもちろん、職員も笑顔にな

る、とても楽しみながら委員会の活動内容を知る時

間となりました。さすが６年生！今後の創意工夫に

満ちた取り組みに、期待が膨らむばかりです。 

決めポーズの５人の委員長 
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